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毎
年
恒
例
の
こ
と
だ
が
、
超
難
関
と

い
わ
れ
る
中
央
政
府
の
公
務
員
試
験
で

誰
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
か
、
い
か
に
そ

の
「
偉
業
」
を
達
成
し
た
か
は
、
国
家

的
関
心
事
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
二
〇
一

六
年
の
合
格
者
約
一
〇
〇
〇
人
の
な
か

で
最
高
点
を
取
っ
た
の
は
テ
ィ
ー
ナ

ー
・
ダ
ー
ビ
ー
と
い
う
女
性
で
、
二
二

歳
と
い
う
当
該
職
の
公
務
員
と
し
て
は

最
年
少
で
、
か
つ
一
般
的
に
は
社
会
経

済
的
弱
者
と
み
ら
れ
る
指
定
カ
ー
ス
ト

（
か
つ
て
の
不
可
触
民
）
の
出
身
で
あ

る
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。

　

テ
ィ
ー
ナ
ー
程
の
騒
ぎ
に
は
な
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
同
年
の
二
月
に
は
、

彼
女
が
学
ん
だ
女
子
大
の
商
学
部
の
学

生
が
、
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
リ
ク
ル
ー

テ
ィ
ン
グ
で
、
最
高
年
収
二
九
〇
万
ル

ピ
ー
（
約
五
〇
〇
万
円
）
で
有
名
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
に
内
定
を
得
た
と

報
じ
ら
れ
た
。
月
当
た
り
に
す
る
と
四

〇
万
円
を
上
回
る
。
同
年
に
お
け
る
日

本
の
大
企
業
（
常
用
労
働
者
一
〇
〇
〇

人
以
上
）
の
大
学
新
卒
者
の
平
均
初
任

給
の
約
二
一
万
円
（
参
考
文
献
①
）
と

比
べ
て
、
年
収
と
月
収
と
い
う
計
測
上

の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
明
ら
か
に
日

本
の
新
卒
よ
り
も
高
い
と
い
え
よ
う
。

二
人
と
も
、
全
国
で
も
一
、
二
位
の
ト

ッ
プ
・
カ
レ
ッ
ジ
と
言
わ
れ
る
デ
リ
ー

大
学
傘
下
に
あ
る
レ
デ
ィ
・
シ
ュ
リ
・

ラ
ー
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
の
出
身
だ
。
テ
ィ

ー
ナ
ー
は
政
治
学
の
学
士
（
三
年
制
）

を
二
〇
歳
で
卒
業
し
た
が
、
一
八
歳
の

時
か
ら
公
務
員
試
験
の
た
め
の
予
備
校

に
も
通
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

新
聞
紙
上
に
は
（
現
地
語
紙
に
多

い
）、
就
職
詐
欺
に
あ
っ
た
若
者
の
話

も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
デ

リ
ー
に
隣
接
す
る
ノ
イ
ダ
で
起
こ
っ
た

事
件
は
こ
う
で
あ
る
。
あ
る
有
名
私
立

大
学
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
し
た
ラ
タ
ン
・

ラ
ー
ジ
の
と
こ
ろ
に
、
あ
る
会
社
か
ら

就
職
の
面
接
を
す
る
と
い
う
電
話
が
あ

っ
た
。
ラ
タ
ン
は
、
会
社
の
指
示
に
従

い
登
録
料
と
し
て
二
四
〇
〇
ル
ピ
ー
を

銀
行
口
座
に
振
り
込
ん
だ
。
す
る
と
次

に
は
面
接
料
と
し
て
一
万
ル
ピ
ー
を
要

求
し
て
き
た
。
不
審
に
思
っ
た
ラ
タ
ン

は
、
登
録
料
の
返
還
を
要
求
し
た
が
、

会
社
側
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
。
ラ
タ
ン

は
地
元
警
察
に
訴
え
、
警
察
が
会
社
を

捜
索
し
た
と
こ
ろ
、
当
の
会
社
は
、
登

記
を
し
て
い
な
い
違
法
な
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
、
就
職
の
た
め
の
ジ
ョ
ブ
ポ
ー

タ
ル
も
運
営
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
ラ
タ
ン
と
同
じ
よ
う
な
被
害
者
は

二
〇
〇
人
に
上
る
と
い
う
。

　

別
の
ケ
ー
ス
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
製

造
会
社
に
雇
う
と
し
て
、
工
学
部
卒
の

男
性
六
〇
人
が
詐
欺
に
あ
っ
た
。
ま
ず

メ
ー
ル
で
面
接
の
連
絡
が
あ
り
、
そ
の

合
格
者
に
対
し
て
社
債
と
い
う
名
目
で

そ
れ
ぞ
れ
一
万
二
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
の
支

払
い
が
求
め
ら
れ
た
。
彼
ら
は
四
五
日

間
の
研
修
期
間
を
含
み
六
カ
月
働
い
た

が
、
給
料
は
一
銭
も
支
払
わ
れ
ず
、
ホ

ー
リ
ー
（
春
の
水
か
け
祭
り
）
の
休
み

を
終
え
て
会
社
に
戻
っ
て
み
る
と
、
会

社
は
閉
鎖
さ
れ
、
経
営
者
四
人
は
姿
を

消
し
て
い
た
。

　

同
じ
大
卒
者
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ

だ
け
大
き
な
差
が
つ
く
イ
ン
ド
の
就
職

事
情
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
る
。

●
若
者
の
失
業
問
題

　

国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
に
よ
れ

ば
、
二
〇
一
四
年
現
在
、
全
世
界
の
若

者
（
一
五
歳
～
二
四
歳
）
は
人
口
全
体

の
一
六
％
程
度
な
の
に
対
し
、
失
業
者

に
占
め
る
若
者
の
割
合
は
三
七
％
に
上

る
。
若
者
と
成
人
の
失
業
率
に
は
常
に

村
山 

真
弓

イ
ン
ド
に
お
け
る
大
学
生
の
就
職
問
題

特  集
インドにおける教育と
雇用のリンケージ

表 1　インドの失業率（2011/12 年度）
� （%）

農村 都市

男性 女性 男性 女性

全年齢 1.7 1.7 3.0 5.2

若者（15-29 歳） 5.0 4.8 8.1 13.1

（注）�ここでの失業の定義は、過去 1年間に就職活動をし、か
つ 30 日以上の労働に従事していなかったことを指す。

（出所）�National� Sample� Survey�Office,�Employment� and�
Unemployment�Situation�in�India�2011-2012 ,�2014.� の
Statement�6.1 および�Statement�6.4 より作成。
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三
倍
近
い
開
き
が
あ
り
、
さ
ら
に
若
者

の
四
二
・
六
％
が
失
業
ま
た
は
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
の
状
態
に
あ
る
（
参
考
文
献

②
）。

　

若
年
失
業
率
の
高
さ
は
、
イ
ン
ド
も

例
外
で
は
な
い
。
二
〇
一
一
／
一
二
年

度
現
在
で
、
労
働
者
全
体
の
失
業
率
に

比
べ
る
と
、若
者
（
一
五
歳
～
二
九
歳
）

の
失
業
率
は
三
倍
弱
に
達
し
（
表
１
）、

ま
た
失
業
者
全
体
に
占
め
る
若
者
の
割

合
は
九
割
近
い
。
こ
の
割
合
は
、
イ
ン

ド
の
経
済
自
由
化
が
開
始
さ
れ
た
一
九

九
〇
年
代
以
降
の
ど
の
調
査
結
果
に
お

い
て
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

他
の
特
徴
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が

指
摘
で
き
る
。
農
村
に
比
べ
る
と
都
市

の
失
業
率
は
若
者
、
全
年
齢
と
も
に
高

い
。
ま
た
、
男
性
に
比
べ
る
と
女
性
の

失
業
率
が
高
い
。
そ
の
傾
向
は
、
特
に

若
者
の
間
で
顕
著
で
あ
る
。
年
齢
層
を

さ
ら
に
細
か
く
み
て
い
く
と
、
若
者
の

な
か
で
も
失
業
率
が
最
も
高
い
の
は
、

男
性
の
場
合
、
農
村
、
都
市
と
も
に
一

五
～
一
九
歳
の
最
も
若
い
年
齢
層
で
あ

る
の
に
対
し
、
女
性
の
場
合
に
は
二
〇

～
二
四
歳
の
年
齢
層
で
あ
る
。
男
女
と

も
に
、
二
五
～
二
九
歳
で
失
業
率
は
低

下
す
る
。
す
な
わ
ち
二
〇
代
後
半
の
時

期
に
、
よ
う
や
く
職
に
就
く
若
者
が
多

い
と
推
測
さ
れ
る
（
図
１
）。

　

一
般
的
に
、
先
進
国
で
は
低
学
歴
の

若
者
の
失
業
率
が
高
い
の
に
対
し
、
途

上
国
で
は
、
学
歴
が
上
が
る
と
失
業
率

も
上
が
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
理

由
は
、
第
一
に
、
高
学
歴
の
若
者

は
時
間
を
か
け
て
納
得
の
い
く
仕

事
を
探
す
経
済
的
な
余
裕
が
あ
る

階
層
に
属
し
て
い
る
こ
と
、
第
二

に
、
そ
の
国
の
経
済
発
展
が
、
学

歴
の
高
い
労
働
者
を
吸
収
し
き
れ

な
い
段
階
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。

イ
ン
ド
に
お
い
て
も
学
歴
が
上
が

る
に
つ
れ
失
業
率
も
上
昇
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
（
表
２
）。
な
か

で
も
農
村
部
に
お
け
る
男
女
高
学

歴
者
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
お
よ
び
学
士

以
上
）、
並
び
に
都
市
に
お
け
る

高
学
歴
女
性
の
失
業
率
の
高
さ
が

際
立
っ
て
い
る
。

●
進
む
高
学
歴
化

　

若
者
の
高
学
歴
化
は
、
速
い
ペ
ー
ス

で
進
ん
で
き
た
。
イ
ン
ド
の
大
学
制
度

の
基
本
は
、
学
位
授
与
の
権
限
を
持
つ

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
に
付
属
し
、
学
位
授
与
権
限
を
も
た

な
い
多
数
の
カ
レ
ッ
ジ
と
い
う
制
度
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
通
常
、
学
部
教

育
を
行
う
の
が
カ
レ
ッ
ジ
で
大
学
院
教

育
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
担
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
デ
リ
ー
大
学
（
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
）
傘
下
に
は
、
七
七
の
カ
レ
ッ

ジ
が
あ
り
、
各
カ
レ
ッ
ジ
の
成
り
立
ち

や
提
供
し
て
い
る
コ
ー
ス
等
は
異
な
る

が
、
シ
ラ
バ
ス
と
試
験
は
デ
リ
ー
大
学

の
カ
レ
ッ
ジ
な
ら
ば
共
通
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
高
等
教
育
機
関
の
数
は
、

一
九
四
七
年
の
イ
ン
ド
独
立
時
点
で
は

二
〇
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
五
〇
〇
の

カ
レ
ッ
ジ
し
か
な
か
っ
た
の
が
、
二
〇

一
四
年
段
階
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
数
は
五
七
校
に
、
カ
レ
ッ
ジ
は
三
万

八
〇
五
六
校
ま
で
増
加
し
た
。
学
生
数

も
、
一
九
五
〇
年
の
四
〇
万
人
か
ら
約

三
〇
〇
〇
万
人
へ
と
膨
張
し
た
。
一
八

歳
か
ら
二
二
歳
の
若
者
の
粗
就
学
率
は

二
六
・
六
％
、
つ
ま
り
若
者
の
四
人
に

一
人
が
高
等
教
育
で
学
ん
で
い
る
こ
と

に
な
る
（
参
考
文
献
③
）。
中
国
の
三

九
％
（
世
界
銀
行
デ
ー
タ
、
二
〇
一
四

年
）
に
比
べ
れ
ば
低
い
も
の
の
、
イ
ン

ド
に
お
い
て
も
高
等
教
育
の
大
衆
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

筆
者
が
知
っ
て
い
る
デ
リ
ー
の
低
所
得

地
域
で
も
、
こ
こ
五
年
間
に
通
信
教
育

課
程
を
主
と
し
て
、
大
学
へ
の
進
学
率

は
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
よ
り
良
い
仕
事
を
得
た
い
と
い

う
欲
求
が
あ
る
。
し
か
し
増
え
続
け
る

高
学
歴
者
を
吸
収
し
う
る
だ
け
の
雇
用

機
会
が
な
い
時
、
結
果
と
し
て
生
じ
る

の
は
、
若
者
に
と
っ
て
の
厳
し
い
就
職

環
境
で
あ
る
。

●
大
学
の
中
の
格
差

　

高
等
教
育
の
前
段
階
、
極
端
に
言
え

ば
幼
稚
園
の
段
階
か
ら
、
イ
ン
ド
は
日

表 2　居住地、学歴、ジェンダー別若年失業率
（2011/12 年度）

� （%）
農村 都市

男性 女性 男性 女性
非識字 2.3 0.8 2.5 1.6
初等教育 3.2 0.6 4.8 4.3

後期初等教育 4.2 4.6 5.1 5.8
前期中等教育 4.6 8.6 5.5 15.1
後期中等教育 6.5 13.8 12.0 14.6
ディプロマ 15.9 30.0 12.5 17.3
学士以上 19.1 29.6 16.3 23.4

中等教育以上 8.1 15.5 11.7 19.8
合計 5.0 4.8 8.1 13.1

（出所）表 1と同じ。Statement�6.5 より作成。

 農村男性  農村女性  都市男性  都市女性 
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図１　年齢層別若年失業率（2011/12 年度）

（出所）表 1と同じ。Statement�6.5 より作成。
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本
を
は
る
か
に
上
回
る
競
争
社
会
で
あ

る
。
収
入
、
社
会
的
威
信
の
高
い
職
業

に
就
く
た
め
に
は
、
英
語
を
自
在
に
操

る
こ
と
が
必
須
で
、
ど
の
幼
稚
園
（
最

も
望
ま
し
い
の
は
英
語
で
授
業
を
す
る

有
名
私
立
校
）
に
入
学
で
き
た
か
が
、

将
来
達
成
で
き
る
教
育
や
そ
れ
に
続
く

就
職
を
大
き
く
左
右
す
る
。

　

就
職
に
直
結
す
る
高
等
教
育
の
中
に

も
、
大
き
な
格
差
が
あ
る
。
か
た
や
イ

ン
ド
全
国
二
三
カ
所
に
あ
る
イ
ン
ド
工

科
大
学
（
Ｉ
Ｉ
Ｔ
）
や
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
相
当

の
教
育
を
施
す
全
国
二
〇
カ
所
の
イ
ン

ド
経
営
大
学
院
（
Ｉ
Ｉ
Ｍ
）
な
ど
、
ア

メ
リ
カ
を
は
じ
め
世
界
を
舞
台
に
活
躍

す
る
経
営
者
や
技
術
者
を
輩
出
す
る
教

育
機
関
が
あ
る
一
方
で
、
年
度
末
試
験

の
時
し
か
学
生
ら
が
登
校
し
な
い
よ
う

な
田
舎
の
カ
レ
ッ
ジ
も
存
在
す
る
。
デ

リ
ー
大
学
傘
下
の
ト
ッ
プ
・
カ
レ
ッ
ジ

の
中
に
は
、
一
二
年
生
修
了
共
通
試
験

の
ス
コ
ア
が
、
九
九
％
以
上
で
な
い
と

出
願
で
き
な
い
と
い
う
驚
く
べ
き
学
部

も
あ
る
一
方
で
、
誰
も
が
入
学
可
能
な
、

通
信
教
育
で
学
位
を
提
供
す
る
、
ス
ク

ー
ル
・
オ
ブ
・
オ
ー
プ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
い
う
コ
ー
ス
も
あ
る
。

　

イ
ン
ド
に
お
け
る
高
学
歴
者
の
就
職

問
題
は
、
第
一
に
、
数
の
上
で
大
多
数

を
占
め
る
、
非
エ
リ
ー
ト
校
、
非
ブ
ラ

ン
ド
校
卒
業
者
の
問
題
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
イ
ン
ド
の
親
の
多
く
は
、

将
来
性
を
考
え
て
、
子
ど
も
た
ち
が
工

学
系
の
大
学
に
進
む
こ
と
を
奨
励
す
る
。

最
近
で
は
、
工
学
系
大
学
の
供
給
過
多

故
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
就
職
も
必
ず
し

も
容
易
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

よ
り
難
し
い
の
は
、
高
等
教
育
就
学
者

の
四
割
を
占
め
る
（
参
考
文
献
③
）、

い
わ
ゆ
る
文
系
の
学
生
た
ち
で
あ
る
。

●
イ
ン
ド
大
学
生
の
就
職
制
度

　

新
卒
一
括
採
用
は
日
本
独
特
の
制
度

と
言
わ
れ
る
が
、
イ
ン
ド
で
は
大
卒
者

は
い
か
に
就
職
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

エ
リ
ー
ト
大
学
や
工
学
系
の
学
部
に

お
い
て
は
、
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
リ
ク

ル
ー
テ
ィ
ン
グ
で
内
外
の
大
手
企
業
に

よ
る
新
卒
者
の
大
量
採
用
が
一
般
化
し

て
い
る
。
新
卒
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
採
用
に

つ
い
て
分
析
し
た
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク

ス
研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
上
位
校

の
殆
ど
は
大
学
・
カ
レ
ッ
ジ
の
就
職
課

が
主
導
し
需
給
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

ト
ッ
プ
校
、
セ
カ
ン
ド
ト
ッ
プ
校
の
就

職
率
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
や
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
が
そ
の
多
く

を
占
め
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

　

デ
リ
ー
に
あ
る
中
央
政
府
設
立
の
総

合
大
学
の
一
つ
、
ジ
ャ
ミ
ア
・
ミ
リ
ア
・

イ
ス
ラ
ミ
ア
（
在
学
生
数
二
万
人
）
で

は
、
二
〇
〇
六
年
に
責
任
者
が
変
わ
っ

て
か
ら
就
職
課
の
梃
入
れ
に
よ
っ
て
有

名
企
業
へ
の
就
職
者
が
急
増
し
て
い
る
。

こ
の
大
学
で
は
、
就
職
課
は
二
〇
〇
の

学
生
委
員
会
（
各
委
員
会
は
学
生
五
人

か
ら
構
成
さ
れ
る
）
と
調
整
を
と
り
、

委
員
会
が
提
出
し
た
就
職
希
望
企
業
に

招
待
状
を
送
り
キ
ャ
ン
パ
ス
・
リ
ク
ル

ー
ト
を
設
定
し
て
い
る
。
企
業
に
対
し

て
は
、
課
程
や
学
生
の
詳
細
な
情
報
を

提
供
す
る
と
共
に
、
学
生
に
は
、
履
歴

書
の
書
き
方
の
講
習
な
ど
、
就
職
率
を

上
げ
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
非
エ
リ
ー
ト
校
や
有
名

大
学
で
も
文
系
の
学
部
に
つ
い
て
は
、

企
業
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
な
く
、
就

職
課
が
存
在
し
な
い
か
、
あ
っ
て
も
機

能
し
て
い
な
い
。
あ
る
就
職
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
よ
れ
ば
、「
毎
年
二
五
〇
万
人

が
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
す
る
が
、
キ
ャ
ン

パ
ス
・
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
で
職
を
得

た
幸
運
な
人
以
外
は
、
卒
業
後
職
探
し

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
か
ら

闘
い
が
始
ま
る
」（
参
考
文
献
⑤
）。

　

企
業
に
よ
る
他
の
採
用
方
法
と
し
て

は
、
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
へ
の
依
頼
お

よ
び
自
社
に
よ
る
直
接
採
用
が
あ
る
。

直
接
採
用
の
な
か
に
は
、
内
部
登
用
な

ら
び
に
従
業
員
の
推
薦
も
重
要
な
手
段

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
言
い

換
え
れ
ば
コ
ネ
の
重
要
性
で
あ
る
。
一

五
歳
以
上
で
二
〇
一
四
年
に
入
職
（
就

職
・
転
職
）
し
た
雇
用
者
（
会
社
員
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
公
務
員
）
約

一
六
〇
〇
人
を
対
象
と
し
た
調
査
結
果

で
は
、
七
〇
％
の
回
答
者
が
レ
フ
ァ
ー

ラ
ル
（
家
族
や
知
人
の
紹
介
）
を
最
も

有
効
な
求
職
手
段
と
し
て
評
価
し
て
い

た
。
こ
れ
は
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
先

進
国
や
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
諸
国
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
求
人
サ
イ
ト
が
最
も
有
効

な
手
段
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
と
は
際

立
っ
た
違
い
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献

⑤
）。
た
だ
し
、
イ
ン
ド
で
も
ジ
ョ
ブ

ポ
ー
タ
ル
の
有
用
性
は
高
ま
っ
て
お
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
有
効
な
情
報
源
と

し
て
活
用
す
る
若
者
は
増
え
て
き
て
い

る
。

●
非
エ
リ
ー
ト
大
学
・
文
系
の
就

職
　

い
ず
れ
に
し
て
も
企
業
が
求
め
る
の

は
、
工
学
系
、
商
学
系
専
攻
が
中
心
で

あ
り
、
日
本
の
よ
う
に
文
系
で
あ
っ
て

も
製
造
業
に
就
職
す
る
／
で
き
る
、
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
で
は
、
非
エ
リ
ー

ト
校
、
文
系
学
生
は
ど
こ
に
就
職
の
道

を
探
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

彼
ら
の
殆
ど
が
目
指
す
の
が
公
務
員

職
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
に
経
済
自
由

化
に
舵
を
切
る
前
の
イ
ン
ド
で
は
、
国

家
統
制
の
強
い
経
済
運
営
が
行
わ
れ
て

お
り
、
外
資
も
含
む
大
規
模
民
間
セ
ク
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タ
ー
に
対
す
る
規
制
も
厳
し
か
っ
た
。

現
在
で
こ
そ
、
イ
ン
ド
は
Ｉ
Ｔ
大
国
と

言
わ
れ
、
民
間
企
業
の
役
割
は
大
き
く

拡
大
し
た
も
の
の
、
今
な
お
公
務
員
志

向
は
非
常
に
高
い
。
特
に
、
冒
頭
で
触

れ
た
中
央
政
府
の
公
務
員
試
験
に
は
、

約
一
〇
〇
万
人
が
申
込
み
を
し
、
実
際

に
は
約
四
六
万
人
が
最
初
の
予
備
試
験

を
受
け
、
最
終
的
な
合
格
者
は
約
一
〇

〇
〇
人
と
い
う
狭
き
門
だ
。
な
か
で
も

テ
ィ
ー
ナ
ー
が
就
い
た
官
僚
機
構
の
ト

ッ
プ
職
イ
ン
ド
行
政
職
（
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
は
、

わ
ず
か
一
八
〇
人
と
い
う
高
嶺
の
花
だ
。

　

な
ぜ
、
公
務
員
が
良
い
の
か
若
者
に

聞
い
て
み
る
と
、
何
と
言
っ
て
も
雇
用

保
障
、
安
い
賃
料
で
入
れ
る
公
務
員
住

宅
や
退
職
後
も
カ
バ
ー
さ
れ
る
医
療
保

障
な
ど
優
遇
さ
れ
た
諸
手
当
、
そ
し
て

仕
事
が
楽
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

「
民
間
企
業
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
働
か

せ
ら
れ
、
し
か
も
い
つ
首
に
さ
れ
る
か

わ
か
ら
な
い
」
と
ほ
と
ん
ど
の
若
者
が

答
え
る
。
高
い
給
料
を
出
す
民
間
企
業

と
公
務
員
を
比
べ
て
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ

か
尋
ね
る
と
、「
イ
ン
ド
で
は
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
セ
ク
タ
ー
（
大
規
模
民
間

企
業
）
よ
り
も
政
府
で
働
い
て
い
る
人

の
方
が
尊
敬
さ
れ
る
」
と
答
え
る
。
キ

ャ
リ
ア
選
択
に
お
い
て
親
の
意
向
が
強

く
反
映
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。

「
私
は
、
女
性
が
働
く
な
ら
良
い
ポ
ス

ト
に
限
る
、
さ
も
な
け
れ
ば
専
業
主
婦

に
な
る
べ
き
と
考
え
る
家
の
出
身
だ
。

朝
八
時
に
家
を
出
て
夜
八
時
に
帰
宅
す

る
よ
う
な
働
き
方
を
、
家
族
は
許
さ
な

い
。
だ
か
ら
民
間
部
門
は
選
ば
な
い
」。

　

大
都
市
に
は
、
も
の
す
ご
い
数
の
公

務
員
試
験
合
格
の
た
め
の
予
備
校
が
あ

り
、
公
務
員
職
で
あ
れ
ば
何
で
も
良
い

と
い
う
傾
向
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高

卒
が
学
歴
条
件
と
さ
れ
る
村
の
職
員
の

ポ
ス
ト
の
合
格
者
の
ほ
ぼ
半
分
が
、
Ｍ

Ｂ
Ａ
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
い
っ
た
高
学
歴

者
だ
っ
た
と
い
う
。「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

セ
ク
タ
ー
に
入
る
た
め
に
は
、（
特
に

英
語
の
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
ス
マ
ー
ト
さ
が
要
求
さ
れ
る
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
、
英
語
で
教
育
を

受
け
て
こ
な
か
っ
た
若
者
が
二
の
足
を

踏
む
理
由
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

文
系
の
学
生
に
は
、
教
員
も
、
特
に

女
性
に
は
人
気
の
あ
る
職
種
で
あ
る
。

そ
の
場
合
で
も
、
公
立
学
校
で
の
常
用

雇
用
が
目
標
に
な
る
。
教
員
に
な
る
た

め
に
は
学
部
卒
業
後
に
二
年
間
の
教
育

学
士
の
コ
ー
ス
を
修
了
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
大
学
の
教
員
を
目
指
そ
う
と

思
え
ば
大
学
院
に
進
む
の
が
不
可
欠
で

あ
る
。
他
方
、
学
部
を
卒
業
し
た
段
階

で
、
企
業
に
就
職
し
よ
う
と
考
え
る
な

ら
ば
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
な
ど
、
企
業
が
求
め
る

資
格
を
取
る
必
要
が
出
て
く
る
。
と
も

か
く
、
文
系
の
学
生
に
と
っ
て
、
三
年

間
の
学
部
を
終
え
て
、
す
ぐ
納
得
の
い

く
就
職
が
で
き
る
と
い
う
道
は
、
ほ
ぼ

存
在
し
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

　

今
日
、
公
務
員
職
は
ど
ん
ど
ん
狭
き

門
に
な
り
、
ま
た
受
験
の
年
齢
制
限
も

あ
る
た
め
、
男
性
で
あ
れ
ば
三
〇
歳
前

後
ま
で
に
は
、
結
婚
の
可
能
性
も
含
め
、

何
か
し
ら
の
仕
事
に
就
く
べ
き
と
い
う

社
会
的
な
圧
力
が
出
て
く
る
。
女
性
の

場
合
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
規
範
の
強

さ
か
ら
、
も
っ
と
早
い
段
階
で
結
婚
が

優
先
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

参
考
文
献
⑤
の
タ
イ
ト
ル
『
正
し
い

初
職
に
就
く
た
め
の
手
引
き
』
が
示
す

よ
う
に
、
大
多
数
の
若
者
に
と
っ
て
、

転
職
は
当
然
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
転
職

に
よ
っ
て
海
外
で
の
仕
事
も
含
め
、
華

や
か
な
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
く
少
数

の
エ
リ
ー
ト
の
陰
に
、
有
期
雇
用
が
増

え
つ
つ
あ
る
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

で
、
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
多
数
の

若
者
が
い
る
。
彼
ら
は
、
少
し
で
も
高

い
給
与
と
安
定
し
た
雇
用
を
目
指
し
て

生
き
て
行
く
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
人
材

ビ
ジ
ネ
ス
詐
欺
は
、
そ
う
し
た
若
者
の

不
安
と
夢
を
逆
手
に
と
っ
て
跋
扈
し
て

い
る
。

（
む
ら
や
ま　

ま
ゆ
み
／
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